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10
・
６
　
連
合
第
17
回
定
期
大

会
で
芳
野
友
子
新
会
長
選
出
、

初
の
女
性
会
長
就
任

10
・
８
　
岸
田
首
相
が
所
信
表

明
演
説
で
「
成
長
と
分
配
の
好

循
環
」
強
調
、「
新
し
い
資
本

主
義
」
の
実
現
を
提
唱

10
・
10
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
蕨
交
流

変
電
所
で
変
圧
器
周
辺
か
ら
火

災
、
復
旧
に
７
時
間
余

10
・
19
　
衆
院
選
告
示
、
９
政
党

１
０
５
１
人
が
立
候
補
、
２
１
７

選
挙
区
で
野
党
統
一
候
補

10
・
21
　
河
井
元
法
相
が
公
選

法
違
反
の
買
収
事
件
控
訴
取
り

下
げ
、
懲
役
３
年
の
実
刑
確
定

10
・
25
　
参
院
静
岡
補
選
で
立

民
・
国
民
推
薦
の
山
崎
氏
当
選

10
・
27
　
リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事

で
崩
落
、
作
業
員
２
人
死
傷

10
・
31
　
衆
院
選
投
開
票
、
自

民
党
が
単
独
過
半
数
を
維
持
、

改
憲
勢
力
も
３
分
の
２
に
▽
京

王
線
特
急
電
車
内
で
放
火
刺
傷

事
件
発
生
、
18
人
が
重
軽
傷
▽

Ｇ
20
は
気
候
変
動
対
策
打
ち
出

せ
ず
、
中
ロ
首
脳
不
在
で
閉
会

11
・
１
　
地
球
温
暖
化
対
策

「
今
行
動
を
」
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
が
開
会

11
・
５
　
会
計
検
査
院
が
税
金

無
駄
遣
い
２
１
０
８
億
円
報
告
、

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
ず
さ
ん
さ
指
摘

月
間

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
労
働
者
・
国
民

の
「
生
命
・
生
活
・

雇
用
」
が
脅
か
さ
れ
、

未
曽
有
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
▼
内
閣
府
が
発
表
し

た
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
値
）

で
は
、
マ
イ
ナ
ス
成
長
が
明
ら
か

と
な
り
、
個
人
消
費
が
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
直
撃
さ
れ
た
影
響
を
浮

き
彫
り
に
し
た
▼
秋
季
年
末
闘
争

が
山
場
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ
各
社
に
お

い
て
厳
し
い
年
末
手
当
の
回
答
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
回
答
書
に
共

通
す
る
理
由
は
、ま
さ
に
「
コ
ロ
ナ
」

一
色
で
あ
る
▼
そ
の
中
で
、
社
員

へ
の
感
謝
は
示
さ
れ
て
い
る
が
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し

て
常
に
感
染
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
回
答

に
つ
い
て
は
、
社
員
と
家
族
の
厳

し
い
生
活
実
態
を
ま
っ
た
く
顧
み

な
い
も
の
で
あ
る
と
指
摘
せ
ざ
る

を
得
な
い
▼
厚
労
省
が
発
表
し
た

２
０
２
０
年
の
労
働
組
合
基
礎
調

査
に
よ
る
と
、
雇
用
者
全
体
に
占

め
る
組
合
員
の
割
合
を
示
す
組
織

率
は
、
前
年
か
ら
上
昇
し
17
・
１
％

と
な
っ
て
い
る
。
景
気
悪
化
の
影

響
に
よ
り
雇
用
者
数
が
減
る
中
、

非
正
規
も
含
め
て
労
組
に
加
入
す

る
人
が
増
え
た
と
み
ら
れ
、
今
こ

そ
労
働
組
合
が
求
め
ら
れ
て
い
る

▼
私
た
ち
を
取
り
巻
く
課
題
で
は
、

22
春
闘
の
闘
い
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。
各
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
を
つ
け
、
言
い
換
え
れ
ば
関

心
を
別
の
と
こ
ろ
に
移
す
た
め
に

躍
起
に
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
▼
多
く
の
労
働
者
を
「
あ
き

ら
め
感
」
に
陥
ら
せ
る
こ
と
な
く
、

「
会
社
の
理
論
」
と
「
労
働
者
の
理

論
」
は
違
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

職
場
か
ら
議
論
を
深
め
、
組
織
強

化
拡
大
と
結
合
さ
せ
、
生
計
費
原

則
に
基
づ
く
生
活
で
き
る
賃
金
獲

得
に
向
け
奮
闘
し
よ
う
。（
木
）

　
集
会
の
司
会
を
務
め
た
講
談
師

の
神
田
香
織
さ
ん
は
、
冒
頭
総
選

挙
で
の
野
党
共
闘
に
触
れ
、「
最
初

に
で
き
た
講
談
は
１
回
で
は
上
手

く
い
か
な
い
。
高
座
百
遍
と
い
う

く
ら
い
回
を
重
ね
る
と
、
も
の
に

な
っ
て
く
る
」
と
、
引
き
続
き
の

野
党
共
闘
を
励
ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
共
同
代
表
の

高
田
健
さ
ん
は
、「
多
く
の
選
挙
区

で
立
憲
野
党
勢
力
が
自
公
候
補
と

１
万
票
以
内
の
接
戦
を
繰
り
広
げ

た
」
こ
と
を
評
価
し
、「
総
選
挙
後

に
立
憲
野
党
の
共

闘
・
統
一
に
対
し
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
各

方
面
で
の
攻
撃
が

強
ま
っ
て
い
る

が
、
立
憲
野
党
の

共
闘
・
統
一
が
な

け
れ
ば
、
選
挙
結

果
は
さ
ら
に
後
退

を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
」
と
、
引

き
続
き
の
野
党
共

闘
を
訴
え
た
。

　
続
い
て
立
憲
野

党
か
ら
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
立
憲
民

主
党
の
近
藤
昭
一

衆
議
院
議
員
は
、

「
い
ま
、
あ
ら
ゆ

る
こ
と
で
憲
法
が

な
い
が
し
ろ
に
さ

れ
て
い
る
。
憲
法

の
精
神
を
生
か
す
こ
と
こ
そ
、
わ

れ
わ
れ
政
治
の
役
割
だ
」
と
訴
え

た
。

　
日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
副
委

員
長
は
、
総
選
挙
後
に
自
民
、
公

明
、
維
新
が
改
憲
を
あ
お
っ
て
い

る
こ
と
に
ふ
れ
、
改
憲
勢
力
が
口

実
に
す
る
教
育
無
償
化
や
環
境
権

に
つ
い
て
、「
必
要
な
の
は
憲
法
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
議
論
で
は
な

く
、
教
育
無
償
化
に
向
け
て
現
実

政
治
を
ど
う
動
か
す
か
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

石
炭
火
力
発
電
所
建
設
や
原
発
新

造
計
画
な
ど
、
目
の
前
の
環
境
破

壊
を
ど
う
止
め
る
か
だ
」
と
訴
え

た
。
そ
の
上
で
、
改
憲
勢
力
が
狙

う
本
丸
は
憲
法
９
条
だ
と
指
摘
し
、

「
私
た
ち
は
、
安
保
法
制
＝
戦
争
法

を
絶
対
許
さ
な
い
、
一
日
も
早
く

廃
止
を
と
の
思
い
を
原
点
に
市
民

と
野
党
の
共
闘
を
こ
の
６
年
、
前

に
進
め
る
努
力
を
し
て
き
た
。
日

本
国
憲
法
が
花
開
く
新
し
い
時
代

を
切
り
開
く
た
め
に
日
本
共
産
党

も
頑
張
り
ぬ
く
」
と
決
意
を
述
べ

た
。

　
社
会
民
主
党
の
福
島
瑞
穂
党
首

は
、「
憲
法
改
悪
の
動
き
と
、
今
日

国労本部HP QRコード

か
ら
ま
た
、と
こ
と
ん
闘
お
う
。『
戦

争
は
し
な
い
』『
基
本
的
人
権
は
重

要
』。
そ
の
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
が

胸
に
刻
み
、
広
げ
て
い
こ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
後
、
連
帯
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
東
大
の
本
田
由
紀
教
授
は
、

維
新
の
伸
長
を
例
に
と
り
、「
優

し
い
社
会
を
裏
付
け
る
経
済
を
訴

え
ら
れ
る
キ
ラ
キ
ラ
す
る
ワ
ン
フ

レ
ー
ズ
を
」
と
要
望
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
松
元
千
枝
さ

ん
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
女
性

が
不
安
定
な
生
活
や
労
働
を
強
い

ら
れ
、
真
っ
先
に
仕
事
を
切
ら
れ

孤
立
し
て
い
る
。
男
性
政
治
家
が

考
え
る
女
性
政
策
の
限
界
が
あ
り
、

法
の
下
の
平
等
も
女
性
か
ら
見
る

と
実
行
さ
れ
て
い
な
い
」
と
憲
法

と
現
状
の
乖
離
を
述
べ
た
。

　
武
蔵
野
美
術
大
の
志
田
陽
子
教

授
は
、「
文
化
の
日
は
、
憲
法
が
軍

事
国
家
を
卒
業
し
、
文
化
国
家
に

向
か
う
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
名

付
け
ら
れ
た
。
人
々
の
声
を
政
策

に
生
か
す
民
主
主
義
を
作
動
さ
せ

る
文
化
の
力
が
必
要
で
、
民
主
主

義
と
文
化
は
一
体
」
と
述
べ
、「
憲

法
改
正
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

改
正
手
続
き
を
経
な
い
ま
ま
、
憲

法
の
中
身
が
変
質
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
問
題
に
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
語
っ
た
。

　
最
後
に
今
後
の
行
動
提
起
を
受

け
、
会
場
参
加
者
１
２
０
０
人
と

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
視
聴
者
８
０
０
人

が
闘
う
決
意
を
固
め
集
会
を
終
え

た
。

　
今
年
の
委
員
会
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
傾
向
と

な
り
、
感
染
対
策
を
行
い
２
年
ぶ

り
に
全
国
委
員
が
出
席
し
、
活
発

な
議
論
で
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
野
々
口
議
長
の
挨
拶
に
続
き
、

20
年
度
経
過
報
告
、
21
年
度
活
動

方
針
案
を
兜
森
事
務
長
が
提
案
し

た
後
、
議
論
に
入
っ
た
。
国
労
本

部
か
ら
は
、
木
村
副
委
員
長
と
辻

執
行
委
員
が
出
席
し
、
昨
今
の
社

会
的
状
況
、
国
労
を
取
り
巻
く
現

状
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

　
各
地
方
の
発
言
と
し
て
、
全
国

的
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
コ
ロ

ナ
渦
で
発
生
し
た
休
業
要
請
に
伴

う
休
業
補
償
の
あ
り
方
の
問
題

点
、
減
便
運
休
な
ど
が
発
生
し
、

乗
務
員
各
種
手
当
の
減
額
に
よ

り
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
現
状

　
第
34
回
定
期
委
員
会
を
開
催

知
恵
を
出
し
合
い
組
織
拡
大
を

な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
基
本
給
で

生
活
出
来
る
の
が
本
来
の
姿
だ
と

改
め
て
感
じ
る
事
が
出
来
た
一
年

だ
っ
た
と
の
発
言
も
出
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
バ
ス
会
社
は
２
０
０
２
年

に
四
国
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
が
子

会
社
化
さ
れ
、
す
べ
て
の
バ
ス
会

社
が
本
体
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

が
、
一
般
路
線
バ
ス
を
縮
小
し
、

高
速
路
線
バ
ス
に
軸
足
を
移
し
た

会
社
ほ
ど
コ
ロ
ナ
渦
の
波
を
ま
と

も
に
受
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
昨

今
発
生
す
る
自
然
災
害
で
鉄
道
イ

ン
フ
ラ
の
被
災
に
伴
い
、
バ
ス
代

　

国
労
全
国
自
動
車
協
議
会
は
11
月
９
～
10
日
に
東
京

大
井
町
の
品
川
総
合
区
民
会
館
で
第
34
回
定
期
委
員
会

を
開
催
し
、
向
こ
う
一
年
間
の
活
動
方
針
を
採
択
し
た
。

　

憲
法
公
布
か
ら
75
年
を
迎
え
る
11
月
３
日
に
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
と
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
に
よ
る
、「
平
和
と

い
の
ち
と
人
権
を
！
11
・
３
憲
法
大
行
動
︱
憲
法
公
布
75
年
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う
！
」

が
、
国
会
議
事
堂
正
門
前
に
て
開
催
さ
れ
、
集
会
の
模
様
は
全
国
に
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

行
・
バ
ス
転
換
が
各
地
で
行
わ
れ
、

鉄
道
不
通
時
の
Ｊ
Ｒ
バ
ス
の
重
要

性
が
再
認
識
さ
れ
る
一
年
で
あ
っ

た
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、

全
国
自
協
の
今
後
の
在
り
方
な
ど

の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
兜
森
事
務
長
か
ら
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
各
地
方
活
動
が
で
き
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

が
、
い
ろ
ん
な
知
恵
を
出
し
な
が

ら
最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大

は
も
と
よ
り
、
自
動
車
職
場
に
お

け
る
労
働
条
件
の
向
上
、
安
全
輸

送
体
制
の
確
立
の
た
め
全
力
で
奮

闘
し
て
い
く
」
と
集
約
を
行
っ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
10
年
以
上
に
わ

た
り
全
国
自
協
を
支
え
て
き
た

野
々
口
議
長
が
退
任
さ
れ
、
新

議
長
に
は
、
兜
森
秀
昭(

東
北)

、

副
議
長
に
は
佐
藤
功(

北
海
道)

、

石
井
龍
也(

関
東)

、
事
務
長
に

は
岩
山
淳(

中
国)

が
選
出
さ
れ

た
。
最
後
に
兜
森
新
議
長
の
団

結
頑
張
ろ
う
で
委
員
会
を
終
了
し

た
。

全国自動車協議会

 

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
守
り

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
こ
う

11・３憲法大行動

実
な
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
本
部
か
ら
鈴
木
組
織
部
長
が
出

席
さ
れ
、
創
意
工
夫
し
た
組
合
運

動
を
進
め
る
こ
と
や
学
習
の
場
の

提
供
、
次
世
代
の
育
成
な
ど
本
部

の
見
解
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
新
常
任
委
員
体
制
を

つ
く
り
、
当
面
す
る
課
題
に
女
性

部
も
先
頭
に
立
っ
て
闘
う
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

【
新
常
任
委
員
体
制
】

　
女
性
部
長
（
総
括
・
財
政
）

　
　
谷
澤
　
由
紀
恵
（
近
畿
）

　
副
女
性
部
長
（
総
務
・
教
宣
）

　
　
加
藤
　
照
代
（
東
京
）

　
中
央
常
任
委
員
（
組
織
・
教
宣
）

　
　
矢
野
　
里
美
（
四
国
）

  

第
７
回
女
性
部

  

中
央
委
員
会
開
催

　
女
性
部
は
２
０
２
１
年
11
月
７

日
、
東
京
・
国
労
本
部
７
階
会
議

室
に
て
、
第
７
回
女
性
部
中
央
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
リ
モ
ー
ト
を
併
用
し
て

開
催
し
、
２
０
２
０
年
度
の
活
動

の
総
括
と
当
面
す
る
２
０
２
１
年

度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
中
央
委
員
会
で
は
、
①
労
働
条

件
改
善
の
闘
い
、
②
Ｊ
Ｒ
各
社
や

関
連
企
業
に
働
く
女
性
労
働
者
の

権
利
確
立
の
闘
い
、
③
女
性
部
組

織
の
強
化･

拡
大
の
闘
い
等
に
つ

い
て
討
論
し
ま
し
た
。
職
場
の
労

働
強
化
、
人
員
削
減
、
技
術
継
承

が
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
切

憲
法
大
行
動
に
参
加
し
た
組
合
員

（
憲
政
記
念
会
館
前
）

全
国
自
動
車
協
議
会
第
34
回
定
期
委
員
会

憲
法
大
行
動
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Ｊ
Ｒ
東
海
は
11
月
５
日
、「
基

準
内
賃
金
（
基
本
給
・
調
整
手
当
・

扶
養
手
当
・
役
付
手
当
）
と
補
償

措
置
額
の
月
額
合
計
に
支
給
月
数

２
・
２
ヵ
月
を
乗
じ
た
額
」
と
す

る
前
年
と
同
月
数
を
回
答
。
東
海

本
部
は
「
安
定
的
支
給
ベ
ー
ス
を

も
下
回
る
回
答
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
隣
合
せ
に
な

り
な
が
ら
安
全
・
安
定
輸
送
を
完

遂
し
て
き
た
社
員
の
努
力
や
厳
し

い
生
活
状
況
を
無
視
し
た
回
答
で

あ
り
持
ち
帰
り
検
討
」
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
11
月
11
日
、「
基

準
内
賃
金
×
２
・
０
ヵ
月
」
前
年

比
０
・
２
ヵ
月
減
の
回
答
。
東
日

本
本
部
は
「
今
回
の
要
求
は
、
会

社
を
取
り
巻
く
環
境
や
厳
し
い
経

営
状
況
を
組
合
と
し
て
も
踏
ま
え

つ
つ
、
社
員
・
家
族
の
生
活
維

持
に
向
け
た
ギ
リ
ギ
リ
の
要
求
で

あ
っ
た
。
第
１
回
・
第
２
回
交
渉

で
も
主
張
し
た
が
、
す
で
に
会
社

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
成
長
投
資

同
様
に
、
社
員
・
家
族
に
も
同
等

の
投
資
を
求
め
た
。
本
日
の
示
さ

れ
た
回
答
は
残
念
な
が
ら
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
」
と
し
、
再
考
を

求
め
持
ち
帰
り
検
討
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
11
月
12
日
、

「
１
・
25
ヵ
月
プ
ラ
ス
一
律
５
万

円
の
一
時
金
を
支
給
す
る
」
と
回

答
。
西
日
本
本
部
は
「
会
社
は
厳

し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
と

し
な
が
ら
も
、
運
輸
収
入
は
対
前

年
で
１
１
５
・
２
％
と
回
復
傾
向

に
あ
る
。
国
労
要
求
３
・
０
ヵ
月

は
利
益
剰
余
金
の
僅
か
６
・
７
％

で
あ
り
、
労
働
者
の
切
実
な
生
活

実
態
と
家
族
の
期
待
を
裏
切
る
低

額
回
答
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
」

と
、
再
回
答
を
強
く
求
め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
11
月
24
日
、「
基

準
内
賃
金
の
１
・
21
ヵ
月
」
前
年

比
０
・
18
ヵ
月
減
の
回
答
。
四
国

本
部
は
、
再
考
を
求
め
持
ち
帰
り

検
討
と
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
11
月
25
日
、

「
２
・
５
ヵ
月
分
（
前
年
比
同
月
数
） 

嘱
託
社
員
は
１
・
０
ヵ
月
分
」
の

回
答
。
本
部
は
、
再
考
を
求
め
持

ち
帰
り
検
討
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
11
月
25
日
、「
基

準
内
賃
金
の
１
・
67
ヵ
月
」
前
年
比

０
・
10
ヵ
月
減
の
回
答
。
北
海
道
本

部
は
「
現
場
で
お
客
様
と
真
摯
に
む

き
あ
い
、
日
常
業
務
を
凡
事
徹
底
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、
会
社

の
信
頼
回
復
に
む
け
日
々
努
力
を

重
ね
て
い
る
社
員
の
労
苦
に
報
い

る
回
答
出
な
い
」と
強
く
抗
議
の
上
、

持
ち
帰
り
検
討
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
11
月
26
日
、「
基

準
内
賃
金
の
１
・
32
ヵ
月
」
前
年

比
０
・
12
ヵ
月
増
の
回
答
。
九
州

本
部
は
「
会
社
存
続
の
た
め
に
身

を
切
る
改
革
を
受
け
入
れ
た
社
員

へ
の
恩
を
ま
た
し
て
も
仇
で
返
し

た
。
株
主
配
当
は
減
配
せ
ず
、
社

員
に
だ
け
負
担
を
強
い
る
回
答
に

は
到
底
納
得
で
き
な
い
」
と
し
、

持
ち
帰
り
検
討
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
11
月
19
日
、「
基

準
内
賃
金
の
１
・
67
ヵ
月
」
前
年

比
０
・
07
ヵ
月
増
の
回
答
。
本
部

は
「
本
日
の
回
答
は
、
社
員
と
家

族
の
生
活
実
態
を
無
視
し
た
一
方

的
な
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
不
満

で
あ
る
」
と
抗
議
し
、
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
「
持
ち
帰
り
検

討
」
と
し
た
。「
低
額
回
答
」
に

対
す
る
抗
議
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
本
部
は
、
闘
争
指
示
第
19
号
を

発
し
て
、
本
社
・
支
社
に
対
す
る

　

国
労
は
２
０
２
１
年
度
年
末
手
当
に
つ
い
て
、
①
年
間
要
求
月

数
５
・
０
ヶ
月
を
基
本
と
し
、
各
エ
リ
ア
で
は
更
に
上
積
み
を
め

ざ
す
。
②
要
求
額
は
各
エ
リ
ア
で
前
年
度
実
績
を
上
回
る
目
標
月

数
と
し
、
夏
季
・
年
末
手
当
の
要
求
配
分
は
各
エ
リ
ア
本
部
で
調

整
す
る
。
こ
と
を
基
本
と
す
る
要
求
を
10
月
15
日
に
申
し
入
れ
、

団
体
交
渉
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
11
月
５
日
の
Ｊ
Ｒ
東
海
の
回
答

を
皮
切
り
に
、
11
月
26
日
の
Ｊ
Ｒ
九
州
の
回
答
で
全
社
出
揃
っ
た

が
旅
客
５
社
は
過
去
最
低
の
月
数
を
回
答
し
た
。

貨
物
１
・
67
ヵ
月
の
低
額
回
答

2021年末手当

【2016年度年末手当の回答状況等】 2016年11月30日現在

【2017年度年末手当の回答状況】 2017年12月１日現在

会社名 本年度
実績

前年度
実績 支払日 前年比 回答日 妥結日 特記事項

会社名 本年度
実績

前年度
実績 支払日 前年比 回答日 妥結日 特記事項

【2021年度年末手当回答状況】 2021年11月　国鉄労働組合

会社名 本年度
実績

前年度
実績 支払日 前年比 回答日

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフトバンク

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフトバンク

1.67ヵ月

2.0ヵ月

2.2ヵ月

1.21ヵ月

1.32ヵ月

1.67ヵ月

2.5ヵ月

1.77ヵ月

2.2ヵ月

2.2ヵ月

1.5ヵ月

1.39ヵ月

1.2ヵ月

1.6ヵ月

2.5ヵ月

12月14日

12月 3 日

12月10日

12月10日

12月 7 日

12月10日

12月 9 日

12月15日

11月25日

11月11日

11月 5 日

11月12日

11月24日

11月26日

11月18日

11月25日

年間臨給5.48ヵ月

ライフプラン支援金
含め2.29ヵ月

0.10ヵ月減

0.2ヵ月減

同月数　

0.25ヵ月減

0.25ヵ月減

0.12ヵ月増

0.07ヵ月増

同月数　

2.03ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.6ヵ月

1.48ヵ月

2.50ヵ月

1.98ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.74ヵ月

2.28ヵ月
（1.88ヵ月）

2.49ヵ月

1.50ヵ月

3.00ヵ月

2.03ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.27ヵ月
（1.87ヵ月）

2.6ヵ月

1.48ヵ月

2.50ヵ月

12月14日

12月 5日

12月 9日

  
12月 9日

12月 7日

12月 9日

12月 9日

12月15日

0.05ヵ月減

同月数

同月数

0.05ヵ月増

0.01ヵ月増

0.11ヵ月減

0.02ヵ月増

0.50ヵ月増

11/25

11/17

11/9

3/16

11/22

11/22

11/18

11/18

11/29

11/18

11/11

3/22

11/22

11/25

11/25

年間臨給
5.48ヵ月

ライフプラン
支援金含む

2.00ヵ月

3.12ヵ月

3.00ヵ月

2.69ヵ月

2.57ヵ月

1.32ヵ月

2.50ヵ月

12月14日

12月4日

12月10日

12月10日

12月4日

12月10日

12月7日

12月15日

同月数

同月数

同月数

11/27

11/17

11/6

3/18

11/17

11/20

11/12

11/12

11/30

11/17

11/6

3/24

11/17

11/20

11/20

11/20

0.06
ヵ月増

0.03
ヵ月増

0.04
ヵ月増

ライフ
プラン
支援金
含む

年間臨給
5.38ヵ月

2.27ヵ月
（1.87ヵ月）

2.23ヵ月
（1.83ヵ月）

0.03
ヵ月増

0.16
ヵ月増

会社名 本年度
実績

前年度
実績 支払日 前年比 回答日 妥結日 特記事項

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフトバンク

2.025ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.72ヵ月

2.53ヵ月

3.00ヵ月

1.98ヵ月

3.18ヵ月

3.00ヵ月

2.74ヵ月

2.49ヵ月

1.50ヵ月

3.00ヵ月

12月14日

12月４日

12月11日

12月８日

12月８日

12月8日

12月8日

12月15日

11月29日

11月16日

11月８日

３月15日

11月17日

11月24日

11月17日

11月15日

12月１日

11月17日

11月10日

３月21日

11月17日

11月28日

11月24日

11月24日

　

同月数

同月数

同月数

年間臨給
5.44ヵ月

ライフ
プラン

支援金含む

0.045ヵ月
増

0.02ヵ月
減

0.01ヵ月
増

2.29ヵ月
（1.89ヵ月）

2.28ヵ月
（1.88ヵ月）

1.60ヵ月
プラス
0.04ヵ月

0.04ヵ月
増

0.10ヵ月
プラス

0.04ヵ月増

1.25ヵ月
＋50,000円

地
方
本
部
執
行
部
体
制

　
東
日
本
本
部

■
盛
岡
地
方
本
部

第
77
回
定
期
大
会
　
10
月
２
日

執
行
委
員
長
　
　
沢
田
　
光
広

執
行
副
委
員
長
　
佐
々
木
政
志

書
記
長
　
　
　
　
菊
池
　
要
悦

執
行
委
員
　
　
　
及
川
　
　
孝

執
行
委
員
　
　
　
小
笠
原
勝
豊

会
計
監
査
員
　
　
淡
路
　
明
則

会
計
監
査
員
　
　
沖
田
　
司
男

特
別
執
行
委
員
　
佐
々
木
研
司

特
別
執
行
委
員
　
石
田
　
春
夫

特
別
執
行
委
員
　
齋
藤
　
庄
司

特
別
執
行
委
員
　
佐
々
木
　
力

■
秋
田
地
方
本
部

第
76
回
定
期
大
会
　
11
月
６
日

執
行
委
員
長
　
　
佐
藤
　
浩
一

執
行
副
委
員
長
　
高
橋
　
　
毅

書
記
長
　
　
　
　
宇
佐
美
久
蔵

執
行
委
員
　
　
　
小
嶋
　
敏
明

執
行
委
員
　
　
　
高
橋
　
芳
美

執
行
委
員
　
　
　
加
賀
谷
章
夫

執
行
委
員
　
　
　
宮
崎
　
和
孝

会
計
監
査
員
　
　
茂
呂
　
彦
悦

会
計
監
査
員
　
　
佐
藤
智
恵
美

特
別
執
行
委
員
　
米
谷
　
博
幸

特
別
執
行
委
員
　
吉
田
　
　
進

特
別
執
行
委
員
　
伊
藤
　
　
宏

■
仙
台
地
方
本
部

第
76
回
定
期
大
会
　
９
月
28
日

執
行
委
員
長
　
　
小
檜
山
広
幸

執
行
副
委
員
長
　
中
島
　
利
彦

執
行
副
委
員
長
　
武
田
　
昌
仙

書
記
長
　
　
　
　
丸
谷
　
豊
美

執
行
委
員
　
　
　
曽
我
　
浩
之

執
行
委
員
　
　
　
鈴
木
　
久
幸

執
行
委
員
　
　
　
村
田
与
志
一

執
行
委
員
　
　
　
原
子
　
清
貴

執
行
委
員
　
　
　
木
元
　
敏
彰

会
計
監
査
員
　
　
川
越
　
和
行

会
計
監
査
員
　
　
多
賀
　
貴
弘

会
計
監
査
員
　
　
渡
辺
　
貞
治

女
性
部
長
　
　
　
猿
渡
　
　
楓

特
別
執
行
委
員
　
千
葉
　
　
弘

特
別
執
行
委
員
　
佐
藤
　
拓
美

特
別
執
行
委
員
　
三
浦
　
　
真

特
別
執
行
委
員
　
武
田
　
幸
喜

■
新
潟
地
方
本
部

第
74
回
定
期
大
会
　
10
月
２
日

執
行
委
員
長
　
　
清
野
　
　
聡

執
行
副
委
員
長
　
藤
井
　
明
人

書
記
長
　
　
　
　
福
冨
　
雅
彦

執
行
委
員
　
　
　
荒
井
　
　
聡

執
行
委
員
　
　
　
羽
豆
　
一
幸

執
行
委
員
　
　
　
加
藤
　
秀
夫

執
行
委
員
　
　
　
新
野
　
　
徹

執
行
委
員
　
　
　
長
谷
川
正
志

会
計
監
査
員
　
　
鷲
尾
　
太
郎

会
計
監
査
員
　
　
木
村
　
伸
一

■
高
崎
地
方
本
部

第
77
回
定
期
大
会
　
10
月
23
日

執
行
委
員
長
　
　
倉
林
　
　
誠

抗
議
行
動
を
11
月
26
日
ま
で
実
施

し
た
。
こ
う
し
た
中
、
本
部
は
11

月
29
日
、
全
国
で
の
奮
闘
、
創
意

工
夫
し
た
取
り
組
み
に
感
謝
し
つ

つ
、「
年
末
手
当
に
お
け
る
闘
い

の
経
過
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

も
と
で
、
組
合
員
・
家
族
の
生
活

等
を
考
慮
し
、
２
０
２
１
年
度
年

末
手
当
に
つ
い
て
妥
結
す
る
」
と

の
本
部
見
解
を
発
し
た
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
書

面
で
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
今
年

の
全
国
委
員
会
は
、
エ
リ
ア
代
表

は
じ
め
、
委
員
の
出
席
の
も
と
一

年
間
の
闘
い
の
総
括
、「
賃
金
抑
制

反
対
」
を
は
じ
め
、「
安
全
・
安
心

な
職
場
環
境
の
確
立
」、「
安
全
輸

送
の
確
立
」、「
労
働
条
件
改
善
」、

「
組
織
強
化
・
拡
大
」、「
鉄
道
貨
物

政
策
の
実
現
」、「
平
和
と
民
主
主

義
擁
護
の
発
展
」
な
ど
、
全
国
の

闘
い
を
教
訓
に
、
向
こ
う
一
年
間

の
闘
う
方
針
を
確
立
し
た
。

　
委
員
会
は
、
眞
田
副
議
長
の
司

会
で
は
じ
ま
り
、
委
員
会
議
長
に

東
京
地
本
の
丸
山
委
員
が
選
出
さ

れ
、
委
員
会
次
第
に
基
づ
き
議
事

を
進
行
し
た
。

　
委
員
会
開
催
に
当
た
り
、
星
野

議
長
か
ら
全
国
貨
物
協
議
会
を
代

表
し
て
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て
国

　

全
国
貨
物
協
議
会
は
10
月
17
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
新
橋
汐
留
ビ
ジ
ネ
ス

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
36
回
定
期
全
国
委
員
会
を
開
催
し
、
委

員
の
活
発
な
発
言
を
受
け
活
動
方
針
を
確
立
し
た
。

労
本
部
を
代
表
し
て
木
村
副
委
員

長
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
。
ま
た
、

本
部
よ
り
、
岩
本
書
記
長
、
辻
執

行
委
員
が
出
席
さ
れ
た
。

　
因
泥
事
務
長
か
ら
二
〇
二
〇
年

度
経
過
報
告
及
び
二
〇
二
一
年
度

活
動
方
針
（
案
）
が
提
案
さ
れ
、

議
事
に
基
づ
き
討
論
を
行
い
、
す

べ
て
の
委
員
か
ら
の
活
発
な
発
言

で
活
動
方
針
が
補
強
さ
れ
、
全
体

の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

　
役
員
体
制
に
つ
い
て
は
選
挙
の

結
果
、
全
員
留
任
と
な
っ
た
。

【
２
０
２
１
年
度
役
員
体
制
】

議
　
長

　
星
野
　
高
志
（
新
鶴
見
信
号
場
）

副
議
長

　
眞
田
　
敏
幸
（
新
鶴
見
機
関
区
）

　
鈴
木
　
郁
夫
（
大
宮
車
両
所
）

事
務
長

　
因
泥
　
　
一
（
黒
磯
機
関
区
）

事
務
次
長

　
工
藤
　
隆
志
（
吹
田
機
関
区
）

全
国
貨
物
協
議
会
第
36
回
定
期
委
員
会

　
全
国
貨
物
協
議
会

  

第
36
回
定
期
委
員
会
を
開
催

◎
東
京
地
方
本
部
・
東
京
支

部
・
交
通
機
械
サ
ー
ビ
ス
　

羽
田
野
一
成
さ
ん
63
歳
　
11

月
２
日
付

組
織
拡
大
速
報

組
織
拡
大

速
報組

織
拡
大

速報
執
行
副
委
員
長
　
槇
田
　
秀
行

書
記
長
　
　
　
　
五
十
嵐
正
志

執
行
委
員
　
　
　
清
水
　
伸
晃

執
行
委
員
　
　
　
諏
訪
　
哲
也

執
行
委
員
　
　
　
保
泉
　
　
誠

執
行
委
員
　
　
　
戸
田
　
良
輔

会
計
監
査
員
　
　
萩
原
　
　
浩

会
計
監
査
員
　
　
宮
原
　
正
志

特
別
執
行
委
員
　
中
村
　
宗
一

特
別
執
行
委
員
　
須
藤
　
光
夫

特
別
執
行
委
員
　
関
口
　
広
行

※
今
回
掲
載
で
き
な
か
っ
た
地
方

本
部
の
執
行
部
体
制
は
、
次
号
で

掲
載
し
ま
す




